
 

 

会員の皆様には、日頃より安全就業へのご理解とご協力を賜りありがとうございます。今年

も事故ゼロを目指して、安全就業に取り組んできましたが、残念ながら傷害・賠償事故が多く発生

しました。いくら安全対策を立てても、守らなければ絵に描いた餅になってしまいます。一人ひと

りが安全意識を高め、安全第一に徹して頑張りましょう。来年こそは良い年になりますように。 

 

 

（傷害事故１件発生） 

車から降りる時にドアで左手薬指を挟んだ。 

今後はあわてないように注意喚起を行った。 

（賠償事故５件発生） 

① 公用車を走行中、道端のポールに接触した。運転に

集中することで再発防止に努めるよう注意喚起を行った。 

② 自走式ハンマーで草刈作業中、民家の窓ガラスを傷つけた。民家は 1.2ｍ位高い場所であった

ので飛び石防護ネットは使用していなかった。周囲の状況把握とネットの使用を指示した。 

③ 工場の除草作業中、防護ネットを使用していたにもかかわらず、隙間から石が飛び、駐車中

の車のサイドミラーを破損した。今後、作業日の駐車禁止を徹底してもらうよう会社に再度

申し入れ、作業者にも注意喚起を行った。 

④ 給食配送車を運転中、左に寄りすぎてカーブミラーを破損した。車両の特徴を充分認識し、

再発防止に努めるように、就労会員全員に注意喚起を行った。 

⑤ リフトで１ｔバックを移動中、壁際に寄りすぎて窓ガラスを破損した。今後は荷物の周囲の

安全を確認し、降ろすときはリフトを停止して作業するように注意喚起を行った。 

 

 

今年度も剪定安全パトロールを、10月～11月に４地区で実

施しました。各地区とも安全就業に徹して作業がなされており

ました。事故の多くは決められていることを守らなかったため

起きるといわれています。安全に作業できるよう今後ともよろ

しくお願いします。 

 

 

高齢者安全運転マナー研修を、今期も 11 月 13 日（木）津市・三重県交通安全研修センターにお

いて、参加者１６名のもと実施いたしました。研修では、交通事故の凄惨な状況を DVDで視聴し

た後、自らドライビング・シミュレーターを操作して危険予知・咄嗟の判断・事故回避の難しさを

体験し、自分自身の運転技能レベルを認識。屋外コースでは実車を使用し、降雨・降雪・凍結を想 

定しての濡れた路面を自らハンドルを握って走行し、急ハンドル・急ブレーキ操作による恐怖を体

験。次いで、近年普及しつつある ABS（アンチ・ブレーキ・システム）の効果を実体験しました。

参加者からは「参加して良かった」「怖かった」「あんな体験はしたくない」「過信は禁物」「スピー

ドを出さないことが一番」等々自分を律する声が聞かれました。 

今年も残りわずか。年末年始お酒を飲む機会が増えます。“飲んだら乗るな、 

乗るなら飲むな”を肝に銘じて、輝かしい新年を迎えましょう。 

いなべ市シルバー人材センター 安全適正委員会 

シルバー事業 ９月～１１月発生分 年度累計 

傷害事故 １ ３ 

賠償事故 ５ １１ 

計 ６ １４ 

10/24 松ノ木 個人宅 員弁町地内 

10/24 鼎 個人宅 藤原町地内 

11/ 4 中 山 個人宅 北勢町地内 

11/ 7 南金井 個人宅 大安町地内 

 いなべ市シルバースローガン 

守ること しっかり守って 事故はなし 

 平成 26 年 12 月号（毎年 3・6・9・12 月発行） 

安全就業だより 

事故報告 （９月～１１月までの事故発生状況 ） 

ゆずりあう 心がみえ（三重）る 道が好き ～安全は あなた自身の 心がけ～（交通安全スローガン） 

 

剪定安全パトロールの実施報告 

＊事故の発生状況 H26 年 11 月末現在＊ 


